








 

〔はじめに〕 

 昭和 50 年度から共同研究、入浴に関する看護の一端として、各施設にアンケ

ートを依頼、調査の結果、患者の障害度に合った入浴設備、介助者が能率的に

腰部に負担なく入浴の援助ができる設備、患者、介助者が危険なく安心して入

浴できる設備の 3つの課題を見出し、各施設の設備の利点欠点を踏まえ検討し

てきたので報告する。 


